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平成２３年度 石狩市教育委員会会議（７月定例会）会議録 

 

 平成２３年７月２６日（火）       開 会 午後 １時３０分 

 第２委員会室               

 

○委員の出欠状況 

 委  員  氏  名 出 席 欠 席  備     考 

委員長  中 村 照 男 ○   

委 員  伊 藤 好 美 ○   

委 員  土 井 久美子 ○   

委 員  門 馬 冨士子 ○   

教育長    樋 口 幸 廣 ○   

  

○会議出席者 

役     職     名 氏    名 

生涯学習部長 三 国 義 達 

理事（市民図書館長） 百 井 宏 己 

次長 厚 海 嘉 孝 

総務企画課長 上 田   均 

学校教育課長 池 田 幸 夫 

社会教育課長 東   信 也 

文化財課長 工 藤 義 衛 

厚田生涯学習課長 池 垣   旪 

教育支援センター長 西 田 正 人 

市民図書館副館長 丹 羽 秀 人 

学校給食センター長 伊 藤 和 哉 

総務企画課総務企画担当为査 寺 嶋 英 樹 

総務企画課総務企画担当为査 吉 田 雅 人 

 

開会宣告 

（中村委員長）ただいまから、平成２３年度教育委員会会議７月定例会を開会し

ます。 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名 
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（中村委員長）日程第１ 会議録署名委員を指名します。門馬委員にお願いしま

す。 

 

日程第２ 議案審議 

 

（中村委員長）日程第２ 議案審議を議題とします。 

 

議案第１号 招致外国青年就業規則の一部改正について 

 

（中村委員長） 議案第１号 招致外国青年就業規則の一部改正について、提案願

います。 

（樋口教育長）議案第１号 招致外国青年就業規則の一部改正について、新たに

小学校に英語指導助手の業務を追加するため、必要な改正を行おうとするもので

ございまして、石狩市教育委員会事務委任規則第１条第３号の規定に基づき、議

決を求めるものです。詳細につきましては、事務局から説明をお願いいたします。 

（池田課長）このたびの英語指導助手は、小学校の外国語活動を重点的に対応す

るために招致したいと考えており、そのために就業規則の一部を改正するもので

あります。以下、議案第１号の資料により説明。 

（中村委員長）ただいま提案説明がありました議案第１号について、ご質疑等あ

りませんか。 

 

質疑応答 

（門馬委員）直接この規則に関してではないのですが、招致する外国青年は、こ

れから複数になるわけですよね。Ａさんは中学校専門、Ｂさんは小学校専門とい

うように分かれるのですか。それとも二人の役割は、ある時は中学校、ある時は

小学校という形なのですか。 

（池田課長） 学校教育課の考えでは、現状のＡＬＴリンジー・クロフォードも週

に１日、小学校に行っております。こうしたところも踏まえ、２名で小学校・中

学校をバランスよく２人で小学校も回れるようにしたいと考えております。ただ、

８月に来日するＡＬＴは、基本的には小学校外国語活動に重きを置くという名目

で招致しておりますので、バランス的に若干の重い軽いは出てくる可能性はござ

います。 

 

（中村委員長）他に質疑等がないようですので、議案第１号については、原案ど

おり可決ということでよろしいでしょうか。 
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異議なし 

 

（中村委員長）ご異議なしと認め、議案第１号については、原案どおり可決しま

した。 

 

議案第２号の審議を秘密会とする件について 

 

（中村委員長）議案第２号については、教職員の処分に関する件であり、教育委

員会会議規則第１５条第１項第１号に該当しますので、秘密会として後ほど審議

したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 

異議なし 

 

（中村委員長）ご異議なしと認め、秘密会とすることに決定しました。 

 

（中村委員長）以上で日程第２ 議案審議を終了します。 

 

日程第３ 教育長報告 

 

（中村委員長）日程第３ 教育長報告を議題とします。 

 

（中村委員長）教育長から報告をお願いします。 

 

（樋口教育長） 

６月３０日 沖縄県恩納村交流委員会 

７月 ４日 給食の新メニュー（たこのかま揚げ） 

７月 ６日 教育委員の厚田区内の学校視察 

７月１１日 定例校長会 

・６月市議会の一般質問の状況 

・花川中学校のソフト部の指導に関する訴訟の「和解」について 

・投石による窓ガラスの破損について 

・夏季休業中の生徒指導について 

７月１３日 教育委員の紅南小学校、学び交流センター・星置養護学校紅葉山

分教室視察 

７月１５日 社会教育委員の会議 

７月１９日 公立高校配置地域別検討会・・・別紙 
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定例教頭会 

・夏季休業中の生徒指導について 

・長期休業に向けて（夏型事故の防止、補充学習の実施、 

サマーセミナーへの参加、安全運転の励行） 

７月２０日 「学び交流センター・星置養護学校紅葉山分教室」合同開所式 

  ７月２２日 外国語指導連絡協議会 

７月２６日 ２３年度サマーセミナー 

 

管内中体連の結果について 

  全道大会へ進出校 

  石狩中 柔道１名 

  花川中 陸上３名、柔道１名 

  花川北中 柔道４名、水泳３名、体操１名 

 樽川中  柔道１名、体操男子団体、体操２名 

 聚富中 バトミントン１名・女子１組 

 

（中村委員長）ただいま教育長から報告がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 

（伊藤委員）２０日でしたか、北中でもいたずら書きをされたということで、テ

レビでも報道されたようですが、この件については、教育長の方で、その後の経

過や措置についての状況を把握しておりますか。 

（樋口教育長）２０日の日、朝発見し報告を受けまして、それから現地にも赴き

ました。被害届をまずは出すということで、交番の方に被害届を提出しておりま

す。学校が大規模改修ということで化粧直しをするために、足場を組んでいるよ

うな状態でしたが、いたずら書きに固有名詞が一部入っていたため、すぐにその

部分は消して、その部分は見えないようにするといった措置をとりました。それ

以外の部分につきましては、塗装するための足場を組んでいて、それぞれ養生を

するという部分で、いたずら書きが見えないような状況になっていましたことか

ら、現時点では、被害届という形以外はしておりません。 

（土井委員）管内中体連のことですが、聚富中はバトミントンが盛んだと聞いた

ので、さすがだなと思いました。全体的には、柔道の活躍が多い気がするのです

けど、柔道は昔から盛んなのですか。柔道というとすごく日本的で素晴らしいも

のだと思っているのですが、新学習指導要領の関係で体育の授業の中に入ってき

ていますのが、この素晴らしい成果というものは、どのようなことが要因となっ
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ているのでしょうか。 

（池田課長）石狩市体育協会にスポーツ尐年団本部があります。この中には柔道

スポーツ尐年団、それから剣道、サッカー、野球尐年団がありますが、こういっ

たところの尐年団が地道に活動を行っております。市内の柔道競技は、残念なが

ら成人の方が、一時、体育協会加盟を休んでおりましたが、昨年から復活してい

ると聞いております。このため柔道の全体の熱気というのは、再び集まってきて

いるのではないかと思いますが、このたびの快挙といいますか、子供たちの活躍

ぶりというのは、そうした雰囲気が後押しとなった可能性もございますけれども、

現状の地道な活動を続けている成果ということが言えるのではないかと思います。 

 

（中村委員長）他にございませんか。それでは教育長報告を了解しました。 

 

（中村委員長）以上で、日程第３ 教育長報告を終了します。 

 

（中村委員長）日程第４ 協議事項を議題とします。 

 

日程第４ 協議事項 

 

① 教育委員会の点検・評価（平成２２年度分）について 

（中村委員長）①教育委員会の点検・評価（平成２２年度分）について、事務局

から説明をお願いします。 

（上田課長）このたび教育委員会の点検・評価報告書の原案ができたので、お示

しをするものです。以下、別紙資料により説明する。 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 

（土井委員）２１年度分については、年度当初に実施した記憶がございますので、

それにそってきちんとまとめられているなと思うのですが、報告書が来たのが数

日前で、全部読み切れませんでした。申し訳ないのですが、もう尐し早く資料を

配布していただければなと思います。 

（上田課長）報告書原案の完成が直近となり申し訳ありませんでした。この先の

修正については、時間に余裕がございますので、今日、この場でご指摘というこ

とではなく、時間の中でお気づきの点があればおっしゃっていただければと思っ

ております。十分対応できるような時間の方は、組み込んでありますので、その

点ご了解いただきたいと思います。 
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（中村委員長）土井委員がおっしゃったのは、もう尐し資料を早く配布していた

だきたいとのことであります。教育委員会に挑む私たちの立場からすれば、十分

精査する時間が必要でありますので、お考えを示していただきたいと思います。 

（土井委員）それから为要事業等の３０件の内容は、パブリックコメントによる

市民意見等を募集した上でと書いてありますが、このパブリックコメントは、８

月のいつから実施するのですか。 

（上田課長）８月１日からの１ヶ月間です。 

（土井委員）それでは、早く点検・評価報告書の方もやっておかないとならない

かなとそういう気持ちもありましてですね。先ほどの発言をさせていただきまし

た。 

（上田課長）十分時間に余裕をもって、今後取り進めたいと思います。 

（中村委員長）尐なくとも一週間くらい前には配布していただけるよう心がけて

いただきたいのであります。人事異動などもあって慣れない中で大変なのはよく

わかっておりますが、今回のテーマが大きいということもありまして、私も土井

委員がおっしゃるように同じ思いを持っております。市議会の議題も一週間前に

は届けていると思いますので、教育委員会でも心がけていただければと思います。 

（門馬委員）この評価と、それから毎年市部局が行っております事務事業評価が

ありますね。それとの関連はどうなっているのでしょうか。 

（上田課長）市部局の行政評価の方は、すでに進んでおりまして、７月にパブリ

ックコメントを行っているところでございます。 

（門馬委員）項目は、同じなのですか。違うのですか。 

（上田課長）項目は、今回は重複しないようになっております。 

（門馬委員）重複はしていないのですね。市部局で評価している事務事業とこれ

に載っている事務事業は違うということですか。 

（上田課長）はいそうです。 

（門馬委員）市部局の事務事業は、職員の皆様が、まず評価なさいますよね。教

育委員会の評価というのは、外部委員が評価するのですか。 

（上田課長）評価そのものは、１次評価は各課長職がしてパブリックコメントを

経た後に、２次評価というような流れになります。 

（門馬委員）この報告書がそうなるのですか。 

（上田課長）いえ、お示ししている３０の事業については、別に評価シートとい

うのがありまして、それが８月にパブリックコメントを１ヶ月間実施するもので、

今回の資料につきましては、２２年度の取り組みの状況と今後の方向性について、

それぞれ指標を用いながら作成をしているものです。 

（門馬委員）行政評価で行っている評価と教育委員会のこの評価、同じ評価です

よね。評価という言葉を使っていますよね。これは、何がどう違うのですか。 
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（上田課長）これは、教育委員会の業務に特化した点検・評価となります。 

（門馬委員）でも、行政評価で行っている事務事業も教育委員会の事務事業につ

いて評価していますよね。 

（上田課長）それは、今回の資料には評価シートは付いていません。 

（門馬委員）事務事業の評価とこの評価の違いは何ですか。つまり目的がおそら

く違うのだろうと思います。違いますよね。それから、例えば評価为体が違う。

事務事業の評価については、事務局内部で職員の皆さんが評価なさる。教育委員

会の評価については、外部委員が評価するので評価する人が違うのですよという

なら、それはそれで分かるのですけれども。それから、評価する事務事業の項目

が全然違いますよね。市部局で行っている評価は、限定されています。こちらは

教育プランに掲載している事務事業全部評価しますというものなのか、その辺の

違いを教えていただけませんか。 

（上田課長）説明が足らず申し訳ございません。今回の報告書の１頁にございま

すけれども、教育委員会の点検評価につきましては、２０年度４月から「地方教

育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により行うということになりまして、

これは、今回で３回目の取り組みになります。为要事業の項目としては、３０事

業を抽出してありますが、これ自体は、全ての事業ではなく、为要なものとして

３０項目を取り上げたものです。ちなみに、２１年度の評価では、市で行う行政

評価と一部重複することがありまして、昨年度は３３を为要な事業と位置づけた

のですが、そのうちの８つの事業については、市の行政評価の中で評価をいただ

いております。今回は、重複しない教育委員会での３０事業だけを、この８月に

パブリックコメントをいただき、外部委員の評価と申しますのは、今回の点検評

価について、外部知見者のご意見をいただくということで、この点検評価全体に

対してのご意見を賜る位置づけになっておりまして、外部評価委員の方が、実際

に評価をするわけではないというところをご理解いただきたいと思います。 

（門馬委員）この３０事業というのは、全ての事業でもないわけですね。全ての

事業の中から３０事業を抽出しましたという意味ですね。为要なものですね。 

（門馬委員）委員長、私の質問をご理解下さいましたか。 

（中村委員長）門馬委員のご質問の趣旨は良く分かります。上田課長が、後段で

説明されたのが、非常に分かりやすかったのではないかと思います。そうした流

れがあってのことでございましたので、初めてこの課題に取り組まれる門馬委員

には、当然起こる疑問かと思います。 

（土井委員）昨年度は、網掛けの部分がありまして、これは市部局で評価します

というのがあったので、そこで私も納得して市の行政評価と教育委員会の評価は

違うのだなというのは理解したのですけれども、網掛けの部分があれば理解しや

すかったのかなと思いました。 
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（中村委員長）昨年は、両方の評価があったので、問題の本質を掴みやすかった

ということですね。 

（伊藤委員）資料については、見やすく整理はしていただいているかなと思いま

す。このあとのパブリックコメント終了後、どうなのかなという部分は検討して

いかなければならないだろうと思っています。３年目の評価ですから、その評価

を見て、しっかり討論しなければならないとそう思っていますので、パブリック

コメント終了後になると思いますので、また、頑張って勉強したいと思います。 

（中村委員長）短時間で読んで参りましたが、昨年外部評価をいただいた部分に

対する取組、課題に対する真正面からの取組状況や経緯の記載など、年々充実し

てきており皆さんの努力に感謝しております。しかしながら、このままパブリッ

クコメントに出すにはいかがかと思われる部分について、尐しくお話させていた

だきます。 

まず、１７頁の特別支援教育に関する部分であります。成果指標の名称欄に「小

中学校全教職員のうち市为催の教職員研修に参加した割合」が記載されています

が、下段の「分析・評価及び今後の方向性」の記載内容が噛み合ってないと思い

ます。尐なくとも、この部分は、１９頁に掲載されるべきでなかろうかと考えま

す。逆に１９頁の「市为催教職員研修において、特別支援教育関係講座に参加し

た小中学校数」を、１７頁に記載すると「分析・評価及び今後の方向性」につい

て意味が通じると思いますが如何ですか。 

（上田課長）ただいま委員長からご指摘いただいたとおり、１７頁と１９頁の成

果指標の数値が、貼り付ける位置を誤っておりましたので、ここは修正させてい

ただきます。 

（中村委員長）是非、そのようにお願いしたいと思います。次に、「分析・評価及

び今後の方向性」という部分は、非常に大事なところでございまして、これらの

書きぶりの中でいくつか表現方法等について、ご検討願いたい部分がございます。

２８頁から２９頁にかけて、参考となる良い書き方をされている部分がございま

すので、ひとつの物差しにして、今一度整理をなされてはと思います。 

時間の都合もありますので、以下申し上げます箇所について後日ご検討願えれ

ば幸いです。先ず１７頁一番下の「星置養護学校石狩分教室の高等部誘致」につ

いてでありますが、尐なくても義務教育に関する部分が開設されたわけですから、

石狩市の役割だとか期待などについて記述されてはと思います。また高等部の誘

致については、２３年度以降の分教室から高等部への進学希望者に対する保護者

や石狩市の思いなどについて記述されてはと思います。 

次に、１８頁下の「学校奨励プログラム」についてでありますが、環境・人

権教育など２８頁にも記載されており再掲方式ですね。それぞれの項目について、

しっかり答えていくということは良い方法だと思うのです。表現が違うというの
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は避けるべきと思います。その他のところでは同じ表現をされております。 

次に、２１頁上から３項目の「緊急対応マニュアル」についてでありますが、

全校において作成している緊急対応マニュアルを「運用するとともに」と表現し

ておりますが、前後の関係から「再点検をするとともに」が適切ではないかと思

います。 

次に、２１頁中段の「学校給食費の改定」についてでありますが、食材費の高

騰などによる栄養価の未充足などを解消したことはもとより、尐なくとも食育の

視点からも記述されてはと思います。また関係者のご議論を経て、学校給食費が

改定されたことについても触れられてはと思います。ここは１行で済ませるよう

な項目ではないと思います。 

次に、２２頁下段の「大規模改修」についてでありますが、ここは非常に誤解

を受けやすいだろうと思います。２３年度については、厚田小・浜益小学校の屋

体の改修云々・・ということが出て参りますが、２３頁の学校の耐震化にも厚田

小学校の屋体、浜益小学校の屋体云々・・と記述されています。大規模改修工事

と修耐震化工事を別々に実施するように受け取られかねないのであります。ここ

の表現方法を工夫されてはと思います。 

次に、２５頁一番上の「札幌広域圏組合」についてでありますが、何を目的と

した広域圏組合なのかもう尐し触れられた方がよろしいのではないかと思います。

また下の参加者数等について、平成２２年では小学校１１校で、参加者数は３２

名となっており、２１年度では８校で４９２名となっておりましたことからも、

激減した理由や今後の展開方法等についても触れられてはと思います。 

次に、２６頁の下段の「学校図書館活性化事業」についてでありますが、「小・

中・高校期においては」とありますが、後段の説明部分とつながっていないと思

います。何か工夫をされてはと思います。 

次に、３１頁中段「小学校低学年タスキリレー」についてでありますが、「２２

年度から新設された～を含め」と書き出しておりますが「市民スポーツまつりで

は」などの为語を入ると分かりやすいと思います。 

次に、３３頁上段の「ぴよぴよ広場の参加延べ人数」についてでありますが、

２０年と２２年では半減していますが、それが２６年の目標値では４８０人とな

っており、目標を達成のためにどうするかを記述されてはと思います。 

次に、３３頁中段「インターネットの利用時間」についてでありますが、３時

間以上と回答した生徒が２０年度は１１．１だったものが、２２年度は１３．２

と増加しておりますが、２６年度の目標値は、７．９を目指しておりますので、

３４頁の方で問題意識なりそれに向けた取組などを記述されてはと思います。 

次に、３８頁一番上の「ユネスコ・スクール」についてでありますが、生振小

学校がユネスコ・スクールに認定されたのは、道内で初めてだったと思います。
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そうした誇るべき学校について、讃えるような表現があってもよろしいのではと

思います。 

次に、３９頁下から３項目の「石狩市学び交流センター」についてであります

が、よく書かれておりますが敢えて申し上げれば、北海道星置養護学校石狩紅葉

山校舎・石狩市学び交流センター合同開所式での田岡市長の思いを、今後の方向

性の中に引用させていただいてはどうかと思います。 

次に、下の「各種団体活動の支援」ついてでありますが、教育委員会が取り組

んでいる表現スタイルと尐し異なっているように思います。「登録は３年ごとに更

新するものであるが」と歯切れがいいと言えばその通りなのですが、皆さんの優

しい心が伝わるような表現方法に工夫されてはと思います。 

次に、一番下の「社会教育为事の配置」についてでありますが、きちんと対応

していきたいという思いを語られるのは結構なことですが、「今後の方向性」の部

分については、課題の解決に向け今後の取組などについて記述する場にする必要

があろうかと思います。 

次に、４０頁の「図書館サービスの充実」についてでありますが、市民図書館

の活動に関し、外部評価委員会の評価を受け議会へ報告する良い機会であります。

市民の方々と一体となって、本当にいい仕事を一生懸命なさっているわけですか

ら、具体的に書き込まれた方がよろしいかと思います。特に、開館１０周年記念

に係る色々な事業については、市民の方々のご協力を得てよい形で展開なさった

わけですから、２２年度における取組状況の中で触れられた方がよろしいかと思

います。また毎年様々な企画展示などを実施されておりますので、その実態を詳

しく点検・評価報告書に記載し、一層市民の関心を高めていただく工夫をされて

はと思います。ちなみに、４２頁の石狩市民文化祭や共催事業の実施状況にあり

ますように、詳しく表現することによって本当に色々工夫して頑張っている様子

が伝わってくると思います。 

次に、４１頁上段の「石狩市の人口に占める利用登録者の割合」についてであ

りますが、２０年の３１％から２２年では２１％に大きく下がっておりますが、

２６年度の目標値は、３５％を目指しておりますので、「例年の推移から勘案して

も、割合の急増は困難であるが」との表現を避け、要因・分析などをきちんとし

目標数値に向かって、努力すべき方向性などについて記載されてはと思います。 

次に、４４頁下から２項目の「厚田資料室」についてでありますが、「リニュー

アルを実施した」とさりげなく１行で終わっておりますが、関係者の長年にわた

るご協力の下にリニューアルできたわけでありますので、感謝の気持ちを表す工

夫をされてはと思います。 

（門馬委員）点検・評価について、もう話をする機会というのはないのですか。 

というのは、どういう観点でこれを読んでいいかわからなかったものですから。
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読み方がわかっていませんでした。 

（中村委員長）先ほど、上田課長が説明しておりましたが、１０月までに決めて

いただければとのこと。８月・９月と２回会議がありますので、質問事項や疑問

点についてどんどん出していただければと思います。 

（土井委員）成果指標の目標値について、４年後の目標値を決めていますが、こ

れはきっと理由があると思うのですが。矢印のもあります。目標値は色々ありま

すが、どんな観点で、どんなように、事務局が決めたのでしょうか。 

（中村委員長）この教育委員会の中で決定しています。 

（土井委員） 教育委員会の中で決めたのでしたか。２６年度までにはこういう目

標値するということで。そうでしたか。 

（中村委員長）他にございませんか。本件については、各委員から意見等を踏ま

え記載内容などを精査いただき、次回の教育委員会に修正案を提出するよう進め

ることでよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

（中村委員長）ご異議なしと認め、協議事項の①については、次回継続協議とす

ることに決定しました。 

 

（中村委員長）以上で日程第４ 協議事項を終了します。 

 

 

日程第５ 報告事項 

 

（中村委員長）日程第５ 報告事項を議題とします。 

 

① 石狩市外国語指導連絡協議会担当者会議の開催について 

（中村委員長）①石狩市外国語指導連絡協議会担当者会議の開催について、事務

局から説明をお願いします。 

（厚海次長）別紙資料により説明する。 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 なし 

 

（中村委員長）ご質問等がないようですので、報告事項①を了解しました。 
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② あい風寺子屋事業の実施について 

（中村委員長）②あい風寺子屋事業の実施について、事務局から説明をお願いし

ます。 

（東課長）別紙資料により説明する。 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 

（門馬委員）地域コーディネーターって何でしょうか。 

（東課長）地域コーディネーターについては、この事業が「学校支援地域本部事

業」というものを使って実証することになっておりまして、学校と地域の間に位

置をし、地域人材をコーディネートする役割として地域コーディネーターの配置

を予定しております。地域コーディネーターが様々な知識や経験を持った方を探

していただいて、あい風寺子屋事業の事業日程に収めていただくことをお願いし

ようと思っています。 

（門馬委員）このコーディネーターというのは、どういった方ですか。 

（東課長）３年間学校支援地域としてやってございましたけど、先生のＯＢの方

になっていただいておりましたので、今回もその方にお願いしようと思っていま

す。 

（門馬委員）実施時期は７月からとなっていまして、もう７月の月末ですが、こ

の事業はスタートしていると考えていいのですか。 

（東課長）試行的といいますか、２５日に事業スタートしたところです。 

（門馬委員）第１回の実施をしたということですか。では、第１回でしたら、ど

のような具合かというのは、まだ分からないですね。お話を伺いたいと思ってい

たのですが。 

（東課長）ご報告申し上げますが、一回目は、先週の金曜日に行いました。オリ

エンテーション的な部分がありましたが、実際にはボランティアの方は、退職の

先生、教職ＯＢの方２人に来ていただいて、お話をしていただきました。申し上

げたようにオリエンテーションと、それから今後どんなことをこの部分でやりた

いですかという意見を聞いたりだとか、ＯＢの方々の子供の頃の話、自分たちが

子供の頃こんなことがあったよというような話をしていただいたりということで

一回目を終えて参りました。実際には、１年生と２年生が殆どでございまして、

２５人くらいの参加がありました。 

（中村委員長）昨年、石狩市社会教育委員の会議からご提言を受け、取り組むこ

とになりましたが、事業実施が１０月末までの３ヶ月足らずで一定の知見が得ら
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れるのか教えていただきたいのであります。 

（東課長）この事業は、先ほど申し上げたように放課後の時間帯を活用した学習

活動、体験活動ということでございまして、３時４０分くらいを目処に実施して

いきます。１１月・１２月と言った場合には、やはり相当日没の関係が出て参り

まして、特に低学年のお子さんを考えた時には、安全確保の観点からすると尐し

厳しいものがあるだろうというようなことで、１０月末までの出来るだけの部分

でやってみて、どんな形が取れるか。まずは、検証しようということでこの期間

内で実証しようと考えたところでございます。 

（中村委員長）事業目的からすれば、夏場だけでなくて通年を期待するのであり

ますが、冬場どうフォロー出来るかの知見を得ることも大切なことであります。

今回でなくても良いのですが、次の展開として皆さんにどの様な思いがあるのか、

お聞きかせいただきたいと思います。 

（東課長）冬のイメージでしょうか。 

（中村委員長）子供たちの生活習慣の形成や居場所も含めて、今回実施する「あ

い風寺子屋事業」の実施については、非常に期待を寄せている一人であります。

社会教育委員の会議の皆さんからの熱い思いについて、早速取り組まれ本当に嬉

しく思っていますが、通年をイメージしながら試行しようとしているのか、お考

えをお聞きかせいただきたいのであります。 

（東課長）ただいま委員長からお話いただいた部分ですが、確かに子供の居場所

ということもこの事業の中では、考えているということもあります。そうします

と通年という部分も今後、来年ということは別にいたしましても、話の議論とし

ては出てくるだろうとは思っています。これから事業を進めるにあたりまして、

私どものイメージといたしましては、こういうような形で進めたいと思っていま

す。実際にＰＴＡの方々、または、現場の学校の先生、そして実際に携わってい

ただけるボランティアの方々と会議を持つことを考えてございまして、当然そう

言った部分の中で、現段階では１０月末までではありますけど、今後、安全確保

の面だとか、そう言ったものをどのようにクリアすれば、冬も含めて出来るのか

ということについて、今後議論を深めていきたいと考えています。 

（中村委員長）その方向で、議論を深めていただければと思います。期待してお

りますのでよろしくお願いいたします。 

 

（中村委員長）他にございませんか。それでは報告事項②を了解しました。 

 

③ 石狩市教育委員会文化芸術支援制度要綱の一部改正について 

（中村委員長）③石狩市教育委員会文化芸術支援制度要綱の一部改正について、

事務局から説明をお願いします。 
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（東課長）別紙資料により説明する。具体的には、石狩美術館様から石狩ユネス

コ協会への寄付をいただけるということになっております。基本的には、寄附の

部分については、毎年、毎年行うことが原則になっていますが、今回につきまし

ては、寄付者の意向によりまして、一括で寄付をいたしたいということでありま

したので、一括寄付に対応できるよう要綱の改正を行ったところであります。こ

の寄付関係の調印の覚書の締結につきましては、７月２７日の水曜日、午後から

実施を予定しているところであります。 

 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 

（伊藤委員）これを見て意味が分からなかったのですが、「支援者が寄付する１年

度当たりの支援金額は、原則１０万円以上とし、期間は原則３年以上とする。」と

いうのが、昨年決めたところで、今回追加して「支援金の納付は、年度ごとに行

うこととする。但し、実施者及び为催者双方において合意した場合は、一括納付

することができる。」ということは、３年分をという意味ですか。 

（東課長）はいそうです。 

（土井委員）例えば、原則１０万円以上なので、３年以上ということは３０万円

以上ということですね。第１号の支援者の方は、年間いくらでしたか。 

（東課長）前回の（株）北海道丸和ロジスティクスさんは、支援額が１年当たり

３０万で、５ヵ年というかたちで。覚書で交わしてございます。 

（土井委員）そうすると、今回の場合はそれを一括するということですから、５

０万とか一括ということで申請されたのでしょうか。 

（東課長）今回の支援につきましては、１０万円×３ヵ年という表になっており

まして、その分を一括してという整理になってございます。 

（中村委員長）今回の改正については、事務局において実態に則した制度の見直

しを図り、多くの市民に愛されるものに高めていこうとの思いが伝わって参りま

す。多くの方々に、文化芸術支援のご協力や社会貢献に参加していただくことは

大事なことでありますので、今後とも所要の見直しなどを大いに進めていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（中村委員長）他にございませんか。それでは報告事項③を了解しました。 

 

④ いじめ実態把握調査結果について 

（中村委員長）④いじめ実態把握調査結果について、事務局から説明願います。 
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（西田センター長）別紙資料により説明する。 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 

（土井委員） 先月、詳しいアンケートをいただきまして、今回こうやって調査結

果、さらに取り組みについて詳しい説明いただき、ありがとうございます。知り

たいことがあります。認知したいじめの現在の状況で、解消については２３件と

いうことで捉えておりますが、一定の解消が図られたが、継続支援中４件と解消

に向けて取組中１件の内容等を、もし分かりましたら教えていただきたい。中学

生なのか小学生なのかという事ですね。教えてください。 

（西田センター長）一定の解消が図られたが、継続支援中の４件につきましては、

小学校が３件、中学校が１件でございます。解消に向けて取組中というのが、中

学校での１件ということでございます。取組中、支援中というのは、実は、児童・

生徒、本人がいじめというようには受けていないのですが、例えば、先生方側か

ら見て、明らかに尐しこれは度が過ぎているといいますか、そういった行為を先

生方の間で話し合って、上げていただいているということでございまして、いじ

められていると感じていない本人も、また、いじめている側の方にもどのように

指導していくかということも含めて継続中ということでご理解いただきたいと思

います。 

（土井委員）例えば、これはひどいのではないかという内容ですけど、蹴ったり

するとか、そういう体力的なことなのか、それとも内容、心というか、例えば臭

いだとか、そういう口の悪いところなのか、どういう傾向が一番多いのでしょう

か。 

（西田センター長）聞いているのは、小集団２、３人で１人に対して、蹴るとい

うか思いっきり蹴るというわけではなくて、小突くというのですかね、そういう

ようなことを周りでやっている。本人は、からかわれているぐらいに思うのです

けれど、それは先生方のサイドから見ると、１日に何回もなり、何日もなりと、

いうものがあるように聞いておりますので、そういったシチュエーションの中で、

先生方が、これはこのままにして置けないというようなことで上げてきていると

いうことです。 

（伊藤委員）対応におけるＰＴＡの方との連携も必要なところは並行してやられ

ているというか、その辺の実行の方もやられているというところと、それからこ

の数字、どうなのでしょうか、各学校なのか、父兄には公表されている部分とい

うのもあるのですか。 

（西田センター長）対応におけるＰＴＡとの連携といいますか、そういった部分
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では、具体的には学校からは聞いておりませんけれども、当然、個別の案件につ

いては、それぞれの保護者への報告や連絡、そして協力を得ると活動行為は行っ

ています。数字等の公表につきましては、それぞれの学校で公表している報告は、

受けておりません。 

（伊藤委員）この辺の数字も、教育委員会に出していいところなのか、悪いとろ

ろなのか、議論するところなのかもしれないのですが、石狩市内で把握されてい

るものがあるとすれば、やはり父兄にもどの段階なりか、公表するべきだろうな

とは思います。他の事件等見ても、事後発表したりするものであれば、後手、後

手に回ってしまいますので、取り組みをしていること自体は、私どもは当然、教

育委員会会議の中で、教育支援センターを活用して行っているというのは、わか

るのですが、いじめについて、私も詳しく勉強したわけではありませんけれども、

自分の子が関わっているかどうかというのは、事が起きないとわからないところ

も潜んでいる部分も随分あるのではないかなと思えるとすれば、取り組んでいる

内容も含めたり、こういった実数が出てきているとすれば、保護者にも公表すべ

きところがあるのではないかなと思います。この資料をそのままというわけでは

ないのでしょうけどね。当然、事実も含め、実施していることも含めて公表して、

本当に万が一何かあった時には、教育委員会だけでは当然解決できる問題ではな

いでしょうし、学校だけでもないでしょうし、そうなると当然保護者の方々の理

解を得るところもでてくるとすれば、公表できるところはしておかなければ、何

かあってからでは、遅いのではないのかなと思います。他の事件が、遅いかどう

かっていうのは全部わからないですけど、北海道でも当然、前年度もあったわけ

ですし、その辺も是非検討して折角こうやって数字にも表れているわけですから、

公表するような検討をした方が良いのかなと思うのですけど。 

（中村委員長）これは、もともと道教委の調査ですね。 

（西田センター長）そうです。 

（中村委員長）道教委には、いつ報告なさるのですか。教育委員会の報告が終わ

ってからですか。それとも既に道教委に報告したのですか。 

（西田センター長）これにつきましては、報告をさせていただいておりますし、

これが確定というわけではなく、前回にもご説明させていただきましたが、再度、

同じような子供たちへのアンケート取組状況なりといったようなものも、今年度

中にすることになっております。９月、１１月ということで、来年の３月までに

向けて実施することになります。道教委の方には、年度のまとめという部分も、

もちろん提出することになるわけですが、道教委の公表自体は、それから更に遅

れまして２３年度の数値については、２４年度の夏場以降くらいになるかなと記

憶していますが、かなり数値の方は、あとあとになって公表するものと理解して

おります。これは私の考えですけれども、今の段階で、この６月までの認知件数
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といいますか、いじめの件数の公表は、時期尚早かなというような思いがござい

ます。 

（中村委員長）道教委の調査ですから、石狩市分を公表するにしても道教委とも

呼吸を合わせる必要があると思います。伊藤委員からお話もあったわけですから、

市民へのアプローチについて、お考えをお聞きしていただくことも必要かもしれ

ませんね。 

（樋口教育長）各学校において、校長会などで指示しているのは、多い・尐ない

色々ありますけれど、子供たちがいじめはいけないんだということをしっかり認

知をする集会であるとか、生徒会指導して何か催しものをするだとか、そういう

形の部分については、年度内においてしっかりやるというようなことで指示いた

しておりますけど、公表の部分においては、どこかのタイミングの部分で、ひと

つの整理が必要だろうなとは思っておりました。前回の部分につきましては、ア

ンケート調査の結果だけでございましたから、あくまでもまだアンケート調査の

段階でありました、今回、これを精査した結果、２８件という数がひとつは出た

ということになりました。ですから、これは認知された件数でございますので、

ここの部分のタイミングが良いのか、もう尐しあとの方が良いのかということは、

尐し内部の色々な部分で検討させていただきたいと思っています。 教育委員会の

部分でするのか、各学校の部分でするのか、その公表のあり方をどうしたらいい

かというようなことについては、内部で色々調整をさせていただきたいなと思っ

ております。道教委の部分ということは、道教委であると思いますけれども、こ

れは石狩での認知件数ですから、石狩市が独自の判断でこの点について公表する

ことは、構わないと基本的には思っております。いずれにしても、先ほど申し上

げたとおり、この件数がゼロになるように絶対にしていくという考え方の中で、

子供たちが自ら、絶対いけないのだということを認識させることをしっかり行っ

て、いじめゼロを目指すことで、各学校とも協力しながら取り組みを進めていた

だきたいと思っているところでございます。 

（伊藤委員）実際は、多くの子供の人数からするといじめにあったりするのは、

本当に一部なのかもしれないですけど、やはり忘れたころに報告が出てくるよう

なことであれば、石狩の地域ではないにしても、どうも報道だけ見るわけにはい

かないですけど、何か事件が起きた時に、他の教育委員会や学校長が報道で出て

くるような答弁を見ていると、外から見ているので、うちはそんなことないよな

と思っているのか、あんな答弁なのかなと思うのか、そのようなのが報道という

のは悪いところがあって、それが全てでないでしょうけど、そんな部分もありま

すので、石狩市だけゼロというわけにはいかないことも当然のことながら、石狩

市の中でそういったことがないように、やっぱり検討は大きいのか小さいのかと

いうと多分大きいのだと思うのですけど、公表については、なかなか触れづらい



18 

部分なので、今ここでやりましょうということにはならないと思うのですが、継

続的に機会があれば検討してやっていくべき事だろうなと思いますので。 

（土井委員）今の話、もっともだなあと思いながら聞きながら、問題は、子供が

一日も早くいじめから解放されることです。そのために、教育委員会がどうした

らいいかっていうことで、早期発見、早期手立てを講じてあげるという、そうい

う意味で、親、学校、先生方、それと教育委員会が一緒になって、それに向かっ

て対策を講じていきたいと思うので、それで、私どんな状態ですかというのを聞

いてみたのです。子供の小学校の時期での人間形成というのは、すごく大事だと

思います。ですから、いじめにあった子供たちの傷がどうなのか、今の震災の子

供たちの傷も癒していかなければならないけれども、同じように考えていって、

何とかやっていきたいなと思っておりますので、報告をしていただけるとすごく

見えます。教育委員会の報告を知っているということが、私たちの次の手立てと

いうか、ここに関わっていくと思いますので、よろしくお願いします。公表につ

いては、いじめや不登校については、個人情報的な部分、加害者のこともありま

すので、そういう面に関しては、かなり神経を細やかにしていかないと大変だと

思うので、また論議したいと思います。よろしくお願いします。 

（中村委員長）この調査では、原則記名で無記名でもいいわけですが、今回４３

４件いじめがあったとの回答で、記名されていた数は何件ですか。 

（西田センター長）申し訳ございません。記名者数については、報告をいただい

ておりません。 

（中村委員長）そうですか。では、次回に報告していただければと思います。私

が期待していたのは、記名の回答についてであります。記名されていると先生方

が、問題解決のため迅速に取り組むことが可能となります。今回の調査の良い部

分は、記名してくれた児童・生徒と学校長や担任などが、一体となって迅速に実

態把握などができ、対応策の構築に向けた取組が出来る点にあります。記名され

た中から、多くの実態把握ができたというのであれば、そこに大きな意義がある

と思いますので、次回よろしくお願いいたします。 

 

（中村委員長）他にございませんか。それでは報告事項④を了解しました。 

 

⑤「ジュニア・ライブラリアン養成プログラム」について 

（中村委員長）⑤「ジュニア・ライブラリアン養成プログラム」について、事務

局から説明願います。 

（丹羽副館長）別紙により説明する。 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 
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質疑応答  

（伊藤委員）説明の中で、全国では「こども司書養成講座」ということで、この

参加している子供たちは、この講座を終了した後に、各学校の中で役割と言った

ら変ですけど、この後の広がりというのは、何か考えられていたり、道がついて

いたりということはあるのですか。 

（丹羽副館長）具体的にこういうことをして欲しいというのはないのですが、こ

の講座を全部終了する中で、家族、学校の友人たち、その他周りの人たちに読書

活動が普及できるそういう人材を育てていきたいと思っています。中には、将来

は司書になりたいという女の子もいますし、そういう子たちの興味を喚起するな

どして、読書の楽しさを十分に伝えられる人材に育てていきたいと考えておりま

す。 

（土井委員）養成プログラムが、６月２５日から始まったということは、その前

に募集しているということですね。 

（丹羽副館長）はい。 

（土井委員）それは、教育委員会で報告していましたか。私、聞き落としていた

のか、こんな良いことやっているのだなと今見まして思いました。報告が出てい

たかなと思ったものですから。 

（丹羽副館長） この事業は、こども未来館との共催事業ということでお話を進め

ていて、ご報告が遅れて誠に申し訳ございません。ぎりぎりに内容が詰まりまし

て、当初では考えておりましたけれども、具体的に共催事業ということで決まり

ましたので申し訳ございません。 

（土井委員）募集始めたのは、４月ですか。 

（丹羽副館長）はいそうです。 

（中村委員長）土井委員と同様に非常に良い事業だと感じております。今説明を

聞いた限りでは、もう尐し工夫をなさってはとの思いがしましたので質問します

が、何故１２名なのかご説明願いたいのであります。 

（丹羽副館長）公募として、当初１０名を予定いたしました。これは一人一人に

目が届いて、参加したメンバーがワークショップとして十分話し合いが出来て、

我々も把握できる人数ということで１０名を募集しましたけど、１２名の応募が

ありましたので、皆さんに参加していただくことにしたところです。 

（中村委員長）市民図書館では、学校図書司書の配置も含め、色々な取り組みに

協力している中で、新たに子供達の図書リーダーを養成に取り組むことは本当に

良いことだと思っております。しかしながら、制度設計に際し学校の協力を得て

各学校から１名お願いするとか、尐なくとも終了証とか認定証とかを市民図書館

が出して、読書リーダーとして学校でその役割を担っていただけるように工夫す
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る等、基本的事項の検討が不足していたように思われます。そういう意味で、土

井委員がおっしゃったように、事前にそういう事業の取り組みについて、教育委

員会の場でお話があれば、私共は制度設計についてお話をしてあげられたと思い

ます。今後の取り組みの参考にしていただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

（中村委員長）他にございませんか。それでは報告事項⑤を了解しました。 

 

⑥ 科学の祭典 in 石狩（案）について 

（中村委員長）⑥科学の祭典 in 石狩（案）について、事務局から説明願います。 

（丹羽副館長）別紙により説明する。 

（中村委員長）ただいま事務局より説明がありましたが、この件についてご質問

等ありませんか。 

 

質疑応答 

（門馬委員）参加対象は小学生から高校生までで、就学前のこどもや一般の参加

も可となっていますが、一般の参加は分かるのですけど、果たして就学前の子供

が参加して十分に楽しめる理解が出来るような催し物なのでしょうか。 

（丹羽副館長）科学ということで、中には幼稚園児あたりなら楽しめるものある

かとは思いますけれども、为としては小学生から高校生対象ということになると

思います。 

（土井委員）頭に浮かんだのが、先日、テレビで科学のこんなのをやってみよう

ということで、紙のところに何人乗れるかというのをやっていたのですね。ああ

いうのかなと思いながら、どういう事業なのかと想像していました。 

（丹羽副館長）内容については、実行委員の方々から色々な案が出ていますし、

それから各地で行われている科学の祭典の情報も参考にしまして、会場が図書館

と児童館なので、その会場の制限もあるかと思いますけれども、実行委員の方で

尐しでも楽しいことができないかということで、頭を悩ませているところでござ

います。 

（伊藤委員）実験や体験コーナーが４０ブース程度となっているのですが、この

事業には、多尐のお金はかかるのではないかなと思いますが。無いものから作る

わけでは多分無いと思いますが、予算立てだとか、スポンサーだとかそう言った

ものはあるのでしょうか。 

（丹羽副館長）こども夢基金から約５０万円の助成が内定をしております。これ

を予算にして、多尐の道具とか何かを買うということがあると思います。ブース

と言いますけども、机一本に先生一人が座る、そして、そこに簡単な実験道具が
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ある、そういったブースが殆どになると思います。 

（中村委員長）他にございませんか。それでは報告事項⑥を了解しました。 

 

（中村委員長）以上で日程第５ 報告事項を終了します。 

 

日程第６ その他 

 

（中村委員長）日程第６ その他を議題とします。 

 

（中村委員長）事務局からございませんか。 

なし 

（中村委員長）教育委員の皆さんからございませんか。 

なし 

 

日程第７ 次回定例会の開催について  

 

（中村委員長）日程第７ 次回会議の開催日程を議題とします。 

 

（中村委員長）平成２３年８月３０日の火曜日、１３時３０分からの開催を予定

しておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

（中村委員長）以上をもちまして、公開案件は終了します。秘密会案件の説明員

以外の方は、ご退席願います。 

 

【秘密会】 

（中村委員長）ただいまから、教育委員会会議規則第１５条に基づき、秘密会を

開催いたします。 

 

（中村委員長）日程第２ 議案第２号を審議いたします。 

 

議案第２号 教職員の懲戒処分の内申について（秘密会） 

 

（中村委員長）議案第２号「教職員の懲戒処分の内申について」、提案願います。 

（樋口教育長）教職員の適正な処分内申を行うため、石狩市教育委員会事務委任

規則（平成３年教育委員会規則第１３号）第１条第７号の規定に基づき議決を求

めるものであります。 
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（池田課長）別紙資料により説明する。 

（中村委員長）ただいま説明がありました議案第２号について、ご質疑等ありま

せんか。 

 

質疑等省略 

 

（中村委員長）他に質疑等がないようですので、議案第２号について、原案どお

り可決ということでよろしいでしょうか。 

 

異議なし 

 

（中村委員長）ご異議なしと認め、議案第２号については、原案どおり可決しま

した。 

 

閉会宣告 

（中村委員長）以上を持ちまして、７月の定例会の全ての議題は終了いたしまし

た。本日は、これを持ちまして閉会いたします。 
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